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1986 L一方梶田( )は 個人レベルの学習論(，
プラット)と個人レベルの指導論( プラッT
ト)に密接な関係があり， プラットは プT L
ラットの転化したものであると述べている。

























































































































































( )ｘ× の面積の正方形を描く。(縦横に長1 x
さ を記入)x
( )正方形の真下に × の長方形を２つ描2 1 x
く。
。( )正方形の右に × の長方形を１つ描く3 x 1





2 2① ② ×x +x+x+x+1+1 2x x=2x
=x +3x+22
陽大が × と書いたところで，観2x x=2x2
察者はどうやって面積を求めたのかを説明す
るよう求めた。陽大は，描いた長方形の縦の
























分解するアイデアを観察者に伝え 続けて 違， 「
う↑」と聞いてきた。観察者が「いや，やっ
てみなけりゃ計算分からねえから」と話した
ことで，彼は を因数分解して( )x +3x+2 x+12
( )とした。結果を見た陽大は「これかあx+2

















































は， の素因数分解を の時と同じように30 24
やろうとしていることを陽大に伝えた。
陽大は の場合について，計算の説明を24









































6332 × 31833632332 =×=××××=
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陽大 もとへたちかえる。08139 :


























































彼は( )( )の展開を間違えてい2x+y-1 6x-3y
たわけではなかった。しかし，２行目の式
( ) を書き始めるまで12x +6xy -6x -6xy-3y +3y2 2




























































本時では( ) の計算で，担当教師から答a-b 2
えが違っていることを指摘された。そこで陽




























































答えを や とし，ここでも を残すと
考えていた。そこで観察者は平方根の時と同
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